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大宮本館の使い方と、そこで活躍するライブラリーサポーターの活動について、紹介します。

ライブラリー
サポーター
活動記録（2018）
＜写真＞
上：企画ミーティングの様子
下：展示作業の様子

サポーター選書
図書館に置いてほしい本を
選びます。2018年度はかわ
いい動物や菌類の写真集、舟
船考古学など、所蔵が少な
かったジャンルの本が選書
されました。

特集展示
サポーターがテーマ設定から
展示までを担当します。
2018年度のテーマは「again! 
百人一首」「ミステリーツアー」
でした。「ミステリーツアー」
は５月31日まで開催中です。

城北祭
古本市の企画・開催をしま
した。2018年度に同時開催
した図書館企画展「百人一首
大会」にも、選手として参加
して場を盛り上げるなど、大
活躍でした。

インタビュー！（機械工学科４年　下村 直音さん）
大宮でサポーターとして活躍されていた、下村さんにライブラリー

サポーターについて聞いてみました。

ライブラリーサポーターになったきっかけを教えてください。

元々中学校・高校と図書委員の経験があり、大学でもできることがあ

ればと思い、サポーター活動に参加しました。また、その時点で既に

電子工学研究部に所属することも決めていたのですが、基本的に活動

時間が縛られていない点も決め手になったと思います。

大学に入ってからの図書館に関わるエピソードを教えてください。

レポートの作成時に手持ちの参考書や検索ではわからない内容につい

ての情報が欲しい時、あるいはその日に必要な教科書などを忘れて

しまった際などにはよく図書館のお世話になりました。

ビブリオバトルに挑戦したきっかけを教えてください。

2017年度にトラブルにより発表者が足りなくなってしまったため、

急遽参加し、発表者の視点からビブリオバトルを見る新たな楽しさ

を見つけ、2018年度では恐らくライブラリーサポーターとしてビブ

リオバトルに関わる最後の機会になるだろうと思い、本格的に挑戦

してみようと考えました。

ビブリオバトルで楽しかったこと、苦労したことを教えてください。

楽しかったことは発表にあたって「つかみ」にあたる部分を考えなが

ら読み返すことで新しい解釈ができること、そして他者の発表を観る

ことで普段読まないジャンルの本について知ることができ、発表後に

詳しくお話を聞ける点です。苦労したことは大勢の前で発表する中で

話の着地点を見失わないようにすることでした。

新入生に向けて、メッセージをお願いします。

私がそうだったように明確な目的がなくとも「本が好き」や「何かし

らの活動に参加したい」といった方であれば是非一度８号館の図書館

にお越しください。気が向いた時に「ちょっとしたお手伝い」気分で

活動に参加していただけるととても嬉しいです。
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梅田分館の使い方と、そこで活躍するライブラリーサポーターの活動について、紹介します。

ライブラリー
サポーター
活動記録（2018）
＜写真＞
上：書架整理の様子
下：ロボット作成の様子

書架整理
本の順番が間違って配架され
ていないか、本が横倒しに
なっていないかなどを確認
して整理をします。

インタビュー！（ロボット工学科２年　炭谷 詩帆さん）
梅田でサポーターとして活躍されている、炭谷さんにライブラリー

サポーターについて聞いてみました。

ライブラリーサポーターになったきっかけを教えてください。

私がライブラリーサポーターになったのは、もともと図書館の落ち

着く雰囲気が好きで、何か役に立つことをしたいと思っていたから

です。その時参加時間が固定されておらず、気軽に参加できるこの

活動を知り、ぜひやりたいと思い参加しました。

大学に入ってからの図書館に関わるエピソードを教えてください。

図書館では、毎年様々なイベントを行なっています。その中で私が

参加したのはOITサマーキッズカレッジです。これは2018年度に

初めて行われたイベントで、小学生を対象とした体験イベントが行

われました。図書館では本の見どころをまとめて一枚の紙に表現す

るPOP教室を行いました。当日は思っていた以上にたくさんの子ど

もたちが来てくれました。それぞれ本について自由に表現する様子、

十人十色な作品たちをみて、私も自分なりの感性でPOPを作って

みたいと思い工大ウォッチング大賞にも応募しました。

新入生に向けて、メッセージをお願いします。

大学に入り、何か新しいことをしたいと思ったら、すぐに挑戦する

のが一番いいと思います。もしライブラリーサポーターに興味のある

方がいれば、ぜひ挑戦してみてください！

ロボット作成
雑誌のキットでロボットを作成しました。ロボットをきっかけに
図書館に興味を持ってもらうことを目的にしています。ロボティ
クス&デザイン工学部のある梅田キャンパスならではの取り組み
です。
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枚方分館の使い方と、そこで活躍するライブラリーサポーターの活動について、紹介します。

ライブラリー
サポーター
活動記録（2018）
＜写真＞
上：Libe! in Hirakata
下：集合写真

フリーペーパー作成
フ リ ー ペ ー パ ー『Libe! in 
Hirakata』を発行しています。
表紙のデザインから記事作成
まで全てサポーターが担当
しています。その他、サポー
ター募集やイベント告知の
ポスターも作成しています。

イベントの企画・運営
ビブリオバトルなど、イベン
トの企画や会場設営などの運
営を行っています。年度に
よっては、専用ソフトを使用
したプラネタリウムなど独自
のイベントを開催しているこ
ともあります。

書架整理
本の順番が間違って配架され
ていないか、本が横倒しに
なっていないかなどを確認し
て整理をします。

大学に入ってからの図書館に関わるエピソードを教えてください。

数多くありますが、大きなものではビブリオバトルの運営に携わった

ことだと思います。今でこそ多くの人が参加する恒例イベントになり

ましたが、立ち上げ当初はバトラーが不足したり、観客が全く入ら

ないなんてことがザラでしたね（笑） 枚方キャンパス1号館のエント

ランスでやったこともありますよ！もう二度とやりませんが（笑）

ライブラリーサポーターになったきっかけを教えてください。

たまたま新入生ガイダンスで当時いた職員さんが紹介しているのを

聞いて、サポーターズの一員になりました。高校時代に図書委員を

やっていたことがあったので、どんなものか非常に気になりました。

新入生に向けて、メッセージをお願いします。

多分、このメッセージを見る頃には私は卒業して、居ないと思い

ます。私はライブラリーサポーター、図書館ボランティアと名乗って

おきながら、ほぼイベントの運営しかしていません。でもそれでいい

と思うんです。図書館に少しでも興味があるなら、一度立ち寄って

みてください！是非とも図書館を盛り上げるサポーターズの一員に

なってみてください！私も応援しています！

インタビュー！（情報メディア学科卒業生　中本 翔さん）
枚方でサポーターとして活躍されていた、中本さんにライブラリー

サポーターについて聞いてみました。


